[bookmark: _Toc492668733][bookmark: _Toc492721441][bookmark: _Toc95150603][bookmark: _GoBack]資料41　共通経費の配分伺（例）

※１拠点の中で、サービス区分ごとに配分する例
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	共通経費の配分伺

	下記のとおり共通経費を配分することとしてよろしいか伺います。

	社会福祉　事業区分
	○○こども園　拠点区分
	　サービス区分　

	配分比率（％で記入する）

	拠点（サービス）
区分
勘定科目
	こども園
サービス区分
	放課後児童クラブ
サービス区分
	本部
サービス区分
	合計（検算）

	（水道光熱）費
	　　９０％
	　　　８％
	　　　２％
	　１００％

	（消耗品）費
	　　８９％
	　　　７％
	　　　４％
	　１００％

	（賃借料）費
	　　８９％
	　　　７％
	　　　４％
	　１００％

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	［配分基準と具体的計算］








（注）①　一旦定めた配分の基準は、状況の変化などがない限り、維持することが望ましいです。配分基準に従っての具体的な計算結果は、毎年度変化し得ます。
　　　②　措置施設や保育所等で、資金の弾力運用が全く認められない施設においては、事務費と事業費の配分も必要となります。
